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1 はじめに
近年，キーワードを用いた楽曲検索の他にもさまざま

な検索手法が研究されている．そのひとつの手法として
印象に基づく検索があり，具体的なタイトルなどがわか
らない時に有効である．
従来の印象に基づく検索に関する研究は，楽曲の印象

が時間によって変化することを考慮していないという問
題があった．しかし，音楽は時間とともに印象が変化し
ていくと考えられ，また過去の印象の影響を受けると考
えられる．そのためこれらを考慮した楽曲検索の手法を
検討する．本研究では印象の時間変化を印象値時系列と
して表す．楽曲を細かく分けたフレームごとに印象を推
定することで印象時系列を生成し，DPマッチングを用
いることで印象の時間変化と過去の印象による影響を考
慮した楽曲検索を行う．
2 印象空間を用いた印象推定
本研究では印象を表現する方法として 2次元の空間を

設定し，その座標を印象値として扱う方法を用いる．以
下に印象空間の定義をし，楽曲の音響信号から定義した
空間の座標へ写像する重回帰式の推定法について述べる．

2.1 印象空間の設定
本研究では先行研究 [1]の主観評価データベースと印

象推定のためのデータベース [2]の 2つを用いる．[2]は
2次元の印象空間を利用しているが，[1]は 14対の感情
語を SD法の 7段階で印象を評価させたものである．[1]
の評価結果を用いて 14対の感情語を因子分析し，2次
元空間へ変換した．その結果第 1軸に明るさ，第 2軸に
激しさを表す 2次元の印象空間が得られたが，[2]で利
用されている印象空間である VA空間 [3]と近いもので
あった．
2.2 楽曲の印象空間への写像
本研究では楽曲の推定に音響信号を用いるが，音響信

号から直接印象を推定することは難しい．そのため，印
象に関係していると考えられる音量，和音や調性など
の音響特徴量を抽出し，推定に用いる．評価実験データ
ベースで使われた楽曲からMIRtoolbox[4]を用いて 13
種類 74次元の特徴量を抽出した．これを説明変数とし，
評価実験結果の各軸の項目の評価値を目的変数として重
回帰分析を行った．特徴量の選択には変数増減法を使用
した．
3 印象値時系列の生成と検索
印象値時系列を生成するために，楽曲を 4秒間の長さ

のオーバーラップ 0.5秒のフレームごとに区切り，各フ
レームにおいて 2節の方法で印象推定を行った．検索時
には求めた印象値時系列を連続DP マッチングを用いて
比較し，累計距離の少ない区間を同じ印象変化として出
力した．
4 主観評価実験
4.1 実験条件
提案手法の有効性を検証するため主観評価実験を行っ

た．表 1に実験条件を示す．「印象の変化の有無」「学習
データが過去の印象を考慮したかどうか」の組み合わせ
4パターンで提案手法と既存手法の比較を行った．デー
タベース [2]は被験者が楽曲を聴きながらリアルタイム
で印象値時系列を記録した，過去の印象を考慮したとい
える印象データが用意されている．逆に [1]で用意され
ているデータは，被験者が楽曲を一通り聴いてから 1つ

図 1 実験結果

の印象値を設定したものである．この 2つのデータベー
スを用いることで，印象推定の学習に過去の印象の考慮
が必要かどうかを検討する．また，印象の有無について
は事前に検索対象の楽曲から印象時系列を求め，その変
化が大きいものと小さいもの各 30曲からランダムに 5
曲ずつ選択した．既存手法は楽曲全体の音響特徴量の平
均を用いる方法である．入力楽曲 1つに対して提案手法
と既存手法それぞれで検索した 2曲を提示し，各手法に
よる検索結果が入力楽曲の印象とどれだけ合っているか
を 4段階で評価させた．なお，楽曲の印象は個人差が大
きいため，被験者は 1人とした．
4.2 実験結果
図 2に主観評価実験の結果を示す．全体的に提案手法

がよりよい結果であるが，過去の印象を考慮していない
データベースで学習したものは考慮したものに比べて評
価が落ちている．提案手法による印象の時間変化を考慮
した検索は一定の効果が出るが，印象の推定には過去の
影響を考慮したデータベースを用いる必要があると考え
られる．
5 まとめ
本研究では，楽曲は印象が時間経過で変化するものと

し，印象の時間変化を考慮するために連続DPマッチン
グを用いた検索を行う方法を提案した．主観評価実験に
より提案手法の有効性が示された．
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表 1 実験条件
楽曲数 [2] より 744 曲，[1] より 61 曲
質問数 20 （各パターン 5 つずつ）
質問内容 提案手法の検索結果は入力と印象が似ているか

既存手法の検索結果は入力と印象が似ているか
人数 1 人
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